
 

  

 

 

 

 

 

 

  

校長 鈴木 稔朗 

夏休みが明けて一ヶ月が過ぎようとしています。この間、新型コロナウイルスに係る緊急事態宣

言の延長、同居のご家族を含めた健康観察、オンライン授業に向けたご家庭のインターネット環境

の整備と接続テスト等、保護者の皆様には絶大なご協力を頂きました。おかげさまで、厳しい状況

の中であっても、児童は笑顔を失うことなく、学び合う日々を送ることができております。学級では、

新しいグループや係が決まり始め、一人一人が成長の次のステップへの準備を進めています。 

ここまでの日々から、子どもたちが学びを深めたエピソードを二つ紹介します。 

１ Teamsの返信機能を利用した「チャット」から、想像することや公共心の大切さを考えたこと 

授業を含めた子どもたちとのオンライン会議に「Teams」というアプリを活用しています。大変便

利な一方で、他の SNS同様に、個人的なやりとりがコントロール不能になるリスクもあります。その

ため、学習用 iPadは、教師のみ投稿、すなわち書き込みや会議の招集ができるよう設定されてい

ます。ところが、教師の投稿への「返信」であれば、全ての児童が自由に書き込むことができます。あ

る学級の接続テストでスタンプを返信した子に反応してチャットが始まりました。あっという間に 40

回以上。いわゆるネット用語、絵文字や記号で、対面では表せないような感情も、実際以上に極端

に表現され、一つ間違えばトラブルになるような危ういやりとりもありました。オンラインゲーム等で

つながる子どもたちの、日常の私生活のリアルと、そこに潜む危うさが垣間見られるものでした。 

２ 「コロナマイスター」任命を機に「注意する」ことと「受け入れる」ことの難しさを考えたこと 

全学級に「コロナマイスター」を任命し、手洗い、消毒、ソーシャルディスタンス等感染予防に係る

目配りや声かけを依頼しました。お互いの命を自分たちで守り合う意識と機運を高め、リスクを最

小化すると共に、自治力を高めてくれることを願っています。夏休みが明けてからここまで、児童は

本当によく予防行動を意識してくれています。静かな登校、沈黙の給食、整然とした手洗いの姿は

いじらしく、心から敬意を覚えます。しかしそこは子どもたち。「頑張るあまりの行き違い」も時々私

の耳に届きます。「登下校中も絶対にしゃべっちゃだめだよ」というその子の強い正義感がうまく伝

わらず、何人かの子どもたちの心に波紋が広がりました。 
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１については翌日、荒川情報主任が全校放送。山田教頭が書き込んだ子達に話をしました。大き

なお金と手間がかけられて端末が配布されたのは、君たちの学びと幸せのためであること、書き込

んだ場所は公共の空間であり、内容は消えないこと、そう考えたとき、書き込んだ言葉や内容はどう

であったかを諭し、考えさせました。iPadがあることの重み、デジタル社会を生きていく上で、自分

の行動にわきまえをもつことの大切さと公共心について、深く考えてくれたと信じています。 

２については分団担当や学級担任等職員が間に入り、呼びかけた子、呼びかけられた子双方の

思いを聞き取り、必要に応じて通訳しながら伝え合わせ、感情のもつれをほぐしました。自分が正し

いと信じ、伝わってほしいと願うなら、伝える相手の心に届く言葉を懸命に選ぶ努力も大切なこと、

逆に、耳に痛くとも、相手がどんな思いで自分にその声をかけてくれたかを想像しようとする努力も

大切なこと、そんな歩み寄りの上に、お互いの笑顔と成長が実現することを、任命集会でコロナマイ

スターに、後日全校に、山田教頭が語りかけました。全校児童が、考え方、感じ方のちがう他者と

「折り合う」ことの難しさと大切さについて、深く考えてくれたと信じています。 

「書き込み禁止」「登下校中の私語禁止」のように、何かが起こる度に「禁止ルール」を増やす指導

は極力避けたいと考えています。それでは、児童に考える力、失敗を糧に、より適切な言動を選択

する力、お互いの違いを理解し、調和のとれた幸福をつくりだす力はつきません。考え方一つで、コ

ロナもトラブルも成長のチャンスに変えられる。そこに立ち、児童の考え、成長しようとする力を信

じ、引き出す指導を粘り強く続けて参ります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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